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文
教
厚
生
常
任
委
員
会
で

は
、
生
徒
を
対
象
に
行
っ
た

中
学
校
給
食
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果
に
つ
い
て
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
本
市
は
、
昨
年
４
月
か
ら

全
中
学
校
で
の
給
食
を
実
施

し
て
お
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
は

生
徒
の
意
見
を
知
る
こ
と
に

よ
り
、
今
後
の
給
食
提
供
や

食
育
に
生
か
す
こ
と
を
目
的

に
行
い
ま
し
た
。
調
査
は
、

今
年
２
月
に
市
立
13
中
学
校

の
各
学
年
か
ら
１
ク
ラ
ス
を

抽
出
し
て
実
施
し
、
１
２
９

４
名
か
ら
回
答
が
あ
り
ま
し

た
。

　
給
食
に
つ
い
て
、
74
・
８

％
が
「
好
き
」
「
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば
好
き
」
と
お
お
む

ね
好
意
的
な
評
価
を
得
る
一

方
で
、
23
・
６
％
が「
ど
ち

ら
か
と
い
え
ば
好
き
で
な
い
」

「
好
き
で
な
い
」
と
回
答
し

て
い
ま
す
。
生
徒
か
ら

は
、「
味
の
お
い
し
さ
」

に
さ
ら
な
る
期
待
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
市

は
、
味
の
濃
淡
は
学
校

給
食
摂
取
基
準
も
あ
る

が
、
素
材
の
味
を
感
じ

ら
れ
る
よ
う
、
塩
分
等

を
抑
え
た
薄
味
で
も
お

い
し
い
給
食
を
目
指
し
、

生
徒
の
要
望
を
可
能
な

限
り
満
た
せ
る
よ
う
研

究
や
工
夫
を
重
ね
て
い
く
と

し
て
い
ま
す
。

　
委
員
か
ら
は
、
残
食
や
食

品
ロ
ス
を
減
ら
す
取
り
組
み

に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま
し

た
。
市
か
ら
は
、
残
食
や
食

品
ロ
ス
を
減
ら
す
た
め
に
配

食
量
の
調
整
や
食
育
指
導
を

行
っ
て
い
る
が
、
生
徒
に
定

着
す
る
に
は
一
定
の
時
間
が

か
か
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。

　
６
月
28
日
の
本
会
議
で
は
、

附
属
機
関
の
設
置
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
案
を
全
会
一
致
で
可
決

し
ま
し
た
。

　
本
市
で
は
現
在
、
職
員

の
不
祥
事
防
止
や
働
き
や

す
い
職
場
環
境
を
整
備
す

る
た
め
、
明
石
市
職
員
倫

理
指
針
な
ど
を
策
定
し
て

い
ま
す
が
、
組
織
の
管
理

運
営
の
さ
ら
な
る
適
正
化

に
向
け
、
新
た
に
第
三
者

機
関
と
し
て
、
明
石
市
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
委
員
会

７月10日開催のハラスメント防止委員会

栄養バランスのとれた給食を提供

小倉小笠原流による流
や ぶ さ め
鏑馬神事（令和元年５月 11日　明石公園）

を
設
置
し
ま
す
。

　
本
委
員
会
は
、
外
部
有
識

者
２
名
、市
幹
部
職
員
３
名
、

職
員
労
働
組
合
の
代
表
１
名

で
構
成
し
、
特
別
職
に
よ
る

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
も

相
談
対
象
と
し
ま
す
。

　
特
別
職
に
よ
る
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
事
案
に
つ
い
て
は
、
外

部
有
識
者
の
一
人
で
あ
る
弁

護
士
の
事
務
所
を
通
報
窓
口

に
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
一
般
職

も
含
め
た
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に

関
す
る
相
談
へ
の
対
応
状
況

の
確
認
や
助
言
、
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
防
止
条
例
の
必
要
性
も

含
め
た
制
度
全
般
へ
の
提
言

な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
審
査
を
行
っ
た
総
務
常
任

委
員
会
で
は
、
委
員
か
ら
、

対
象
と
な
る
特
別
職
に
は
議

員
も
含
ま
れ
る
の
か
、
よ
り

実
効
性
の
あ
る
制
度
に
す
る

た
め
、
通
報
窓
口
は
複
数
あ

っ
た
方
が
よ
い
の
で
は
な
い

か
な
ど
の
質
問
が
あ
り
ま
し

た
。
市
か
ら
は
、
常
勤
の
特

別
職
を
対
象
に
す
る
予
定
で

あ
り
、
通
報
窓
口
の
設
置
場

所
も
含
め
、
７
月
に
開
催
予

定
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
委

員
会
の
中
で
協
議
し
た
い
と

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
令
和
元
年
第
１
回
定
例
会
６
月
議
会
が
６
月
７
日
か
ら
６
月
28
日
ま
で

開
か
れ
ま
し
た
。
市
長
の
附
属
機
関
と
し
て
新
た
に
明
石
市
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

防
止
委
員
会
を
設
置
す
る
た
め
、
附
属
機
関
の
設
置
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
制
定
の
こ
と
な
ど
、
議
案
16
件
を
可
決
・
同
意
、
報
告

６
件
を
了
承
、
請
願
１
件
を
採
択
し
ま
し
た
。

働
き
や
す
い
職
場
環
境
の
整
備

　
　
　
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
委
員
会
を
設
置

�

組
織
の
管
理
運
営
の
適
正
化
を
目
指
す
　
　

中学校給食アンケート

約75％が好評価
今後もおいしい給食を

2
３
４

４ ６
５ ７

８５

一般質問・質疑

議員よもやま話 議会ポスターデザインが決定

S
エス・

D
ディー・

G
ジーズ

s議会カフェのお知らせ 新議長・副議長に聞く

市議会議員プロフィール
各議員の議案に対する賛否を掲載
議案の賛否一覧

要望や意見を市議会に伝える
請願・意見書

議会をのぞいてみよう！
夏休み小学生議会体験ツアー参加者募集

市議会だよりを
スマホで読める

※�利用にはアプリのダウンロード
が必要です。
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一般質問・質疑
　
６
月
14
日
、
17
日
、
18

日
の
本
会
議
で
は
、
16
人

の
議
員
が
質
問
に
立
ち
、

市
役
所
新
庁
舎
整
備
や
難

聴
児
支
援
、
ひ
き
こ
も
り

対
策
な
ど
に
つ
い
て
、
市

の
見
解
を
求
め
ま
し
た
。

　
な
お
、
発
言
者
と
質
問

項
目
の
一
覧
は
下
段
に
、

主
な
内
容
は
２
面
か
ら
５

面
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

発　言　者　一　覧
― 発言順 ―（　）は会派名

三　好　　　宏（自民党 真誠会・代表質問）
①泉市政の３期目　②全国豊かな海づく
り大会　③播磨臨海地域道路
尾　倉　あき子（公明党）
①食品ロスの削減の推進に関する法律の
成立に伴う、本市の取り組み　②高齢者・
障がい者にやさしいまちとして、市東部
へのたこバスの早期導入　③明石港西外
港地区整備における防災・減災対策
吉　田　秀　夫（フォーラム明石）
①保育所待機児童ゼロ対策　②ハラスメ
ント防止対策
森　　　勝　子（維新の会・代表質問）
①市役所新庁舎  ②西明石地区の活性化
出　雲　晶　三（未来明石）
①市役所新庁舎整備　②下水道事業　
③明石川に架かるJR橋梁の改修　④明石
市自治基本条例の関連条例
林　　　健　太（自民党 真誠会）
①あかし里親100％プロジェクト　②市
内公園管理　③市内交通状況改善　④広
報あかし
国　出　拓　志（公明党）
①待機児童解消に向けて　②図書館の整
備　③市長への意見箱の回答　④各種保
険証の送付方法
北　川　貴　則（維新の会）
①「日本一安全なまち明石」実現のため
の危機管理　②福祉の充実　③健全財政
と人口増策　④（仮称）いじめ・いやが
らせ・虐待・パワハラ・体罰防止条例の
制定　⑤観光振興と明石港の砂利揚げ場
⑥市長の給与と退職金
丸　谷　聡　子（未来明石）
①ひきこもりの実態把握と支援策　②子
どもの虐待通報への対応　③第６次長期
総合計画の策定
千　住　啓　介（自民党 真誠会）
①まちを元気にする産業振興　②明石市
西部地区のまちづくり　③近隣都市との
広域連携
松　井　久美子（公明党）
①明石市の女性の活躍推進　②明石駅前
の(仮称)ユニバーサルツーリズムセンター　
③パスポートの申請は明石市役所で　
佐々木　　　敏（公明党）
①人の心を豊かにする条例の制定　②よ
り一層、人にやさしいまちへ　③不審者
対策用のインターホンの貸出
梅　田　宏　希（公明党）
①難聴児支援　②児童生徒の交通安全対
策　③教育の情報化　④大久保北部の買
い物困難者対策
楠　本　美　紀（日本共産党）
①軽・中度難聴児補聴器購入費等助成事
業　②ひきこもり対策　③保育所の安全
対策　④国民健康保険　⑤南畑踏切と駅
のバリアフリー化
家根谷　敦　子（スマイル会）
①豊かな海づくり　②（仮称）読書バリ
アフリー法
辻　本　達　也（日本共産党）
①JT跡地北側に隣接する民有地　②通学路
等の安全対策　③教育行政　④特別職によ
るハラスメントへの対策　⑤市長の給与等

問�　
泉
市
政
の
３
期
目
へ
の

思
い
と
方
針
を
聞
く
。

答 　
本
市
で
は
、
人
口
が
６

年
連
続
、
出
生
数
は
４
年

連
続
で
増
加
し
て
い
る
。

出
生
率
は
国
、
県
の
平
均

を
大
き
く
上
回
り
１
・
64

と
な
っ
て
お

り
、
２
０
２

５
年
に
は
国

が
目
標
と
す

る
１
・
８
を

達
成
し
た
い
。

　

 

ま
た
、
明
石

駅
前
を
訪
れ

る
人
は
、
再

開
発
前
に
比

べ
７
割
増
え
、

　

 

目
標
値
の
２

倍
の
新
店
舗

が
出
店
し
た

ほ
か
、
新
築
戸
数
も
４
割

増
え
る
な
ど
、
ま
ち
の
に

ぎ
わ
い
が
戻
り
つ
つ
あ
る
。

　

 

そ
の
結
果
、税
収
も
伸
び
、

　

 

市
の
貯
金
で
あ
る
財
政
基

金
は
、
平
成
30
年
度
末
決

算
で
14
年
ぶ
り
に
１
１
０

億
円
を
超
え
、
約
１
１
５

億
円
と
な
る
見
込
み
で
あ

る
。
さ
ら
に
積
極
的
な
施

策
に
取
り
組
み
、
ま
ち
の

好
循
環
を
発
展
さ
せ
て
い

き
た
い
。

　

 　
今
後
も
「
こ
ど
も
を
核

と
し
た
ま
ち
づ
く
り
」
に

引
き
続
き
取
り
組
む
と
と

も
に
「
誰
に
も
や
さ
し
い

ま
ち
づ
く
り
」
と
し
て
高

齢
者
施
策
の
充
実
を
は
じ

め
、
市
内
全
域
が
に
ぎ
わ

問 　
市
民
か
ら
新
庁
舎
整
備

検
討
の
進
め
方
に
つ
い
て
、

　

 

不
透
明
で
市
民
の
声
が
届

い
て
い
な
い
と
の
話
を
聞

く
。
こ
れ
ま
で
の
取
り
組

み
と
、
西
明
石
地
区
が
建

設
候
補
地
か
ら
外
れ
た
経

緯
を
聞
く
。

答�　
新
庁
舎
の
建
設
に
係
る

立
地
や
整
備
場
所
に
つ
い

て
は
、
市
民
の
利
便
性
を

考
え
、
明
石
、
西
明
石
、

大
久
保
の
３
駅
を
中

心
と
し
た
徒
歩
圏
内

エ
リ
ア
を
候
補
地
と

し
、
市
有
地
を
中
心

に
必
要
面
積
が
確
保

で
き
る
土
地
を
検
討

し
て
き
た
。そ
の
後
、

　

 

防
災
面
の
リ
ス
ク
や

財
政
負
担
な
ど
を
考

慮
し
、
有
識
者
会
議

で
の
意
見
も
踏
ま
え
、

　

 

①
現
在
地
、
②
明
石
駅
周

辺
、
③
Ｊ
Ｔ
跡
地
、
④
明

石
駅
周
辺
と
Ｊ
Ｔ
跡
地
の

分
散
配
置
の
４
案
に
絞
ら

れ
た
。

　

 　
西
明
石
地
区
に
つ
い
て

は
、
建
設
候
補
地
で
あ
る

上
ケ
池
公
園
と
卸
売
市
場

は
、
い
ず
れ
も
必
要
な
都

市
施
設
と
し
て
機
能
し
て

お
り
、
新
庁
舎
の
整
備
場

所
と
し
て
現
実
的
で
は
な

い
こ
と
を
特
別
委
員
会
に

報
告
し
、
候
補
か
ら
外
す

こ
と
が
了
承
さ
れ
た
。

　

 　
今
後
、
各
候
補
地
の
概

算
事
業
費
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
な
ど
具
体
的
な
整
備
案

を
示
し
、
一
定
の
方
向
性

が
出
た
段
階
で
市
民
参
画

の
手
続
き
を
と
り
た
い
。

う
よ
う
な
支
援
を
し
て
い

き
た
い
。
こ
れ
ま
で
の
ソ

フ
ト
施
策
に
加
え
、
ハ
ー

ト
フ
ル
ハ
ー
ド
整
備
と
し

て
、
市
民
の
暮
ら
し
を
支

え
る
都
市
基
盤
の
整
備
も

推
進
し
、
市
民
に
安
心
を

提
供
す
る
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未

来
安
心
都
市
・
明
石
」
の

実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
い
く
。

期
に
受
け
ら
れ
る
よ
う
、

来
年
度
に
向
け
公
費
助
成

の
実
施
を
検
討
す
る
。

　

 　
ま
た
、
本
市
で
は
人
工

内
耳
の
交
換
費
用
が
医
療

保
険
等
の
給

付
対
象
に
な

ら
な
い
場
合
、

　

 

装
用
後
５
年

を
超
え
る
人

に
対
し
て
費

用
を
助
成
し

て
い
る
。
誰

一
人
取
り
残

さ
な
い
、
す

べ
て
の
人
に

や
さ
し
い
ま

人
数
と
問
題
へ
の
取
り
組

み
を
聞
く
。

答�　
内
閣
府
の
調
査
に
よ
る

と
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の

ひ
き
こ
も
り
は
、
全
国
で

推
計
約
61
万
人
に
上
り
、

本
市
で
は
約
１
５
０
０
人

と
推
測
さ
れ
る
。昨
年
度
、

　

 

保
健
所
や
地
域
総
合
支
援

セ
ン
タ
ー
に
は
ひ
き
こ
も

り
に
関
す
る
相
談
が
延
べ

１
１
７
６
件
あ
っ
た
。

　

 　
本
人
や
家
族
が
、
周
囲

に
な
か
な
か
相
談
で
き
ず

孤
立
し
て
し
ま
う
状
況
も

あ
る
た
め
、
早
い
段
階
で

っ
て
い
な
い
が
、
市
内
全

て
の
出
産
可
能
医
療
機
関

で
検
査
を
実
施
し
て
い
る
。

妊
娠
届
出
時
に
行
う
全
妊

婦
の
面
接
時
に
は
検
査
の

必
要
性
を
説
明
し
、
新
生

児
訪
問
時
に
ま
だ
受
診
し

て
い
な
い
子
ど
も
の
保
護

者
に
は
保
健
師
等
が
受
診

を
勧
め
、
97
・
５
％
が
検

査
を
受
け
て
い
る
。
聴
覚

障
害
は
早
期
に
発
見
し
適

切
な
支
援
を
行
え
ば
音
声

言
語
発
達
の
影
響
が
最
小

限
に
抑
え
ら
れ
る
た
め
、

全
て
の
子
ど
も
が
検
査
を

受
け
、
適
切
な
支
援
を
早

問�　
国
は
、
社
会
参
加
を
回

避
し
、
お
お
む
ね
家
に
６

カ
月
以
上
と
ど
ま
り
続
け

る
状
態
を
ひ
き
こ
も
り
と

し
て
い
る
。
ひ
き
こ
も
り

が
長
期
に
わ
た
り
、
本
人

や
家
族
が
高
齢
化
す
る
ケ

ー
ス
が
顕
在
化
し
て
い
る
。

　

 

本
市
の
40
歳
か
ら
64
歳
ま

で
の
ひ
き
こ
も
り
の
推
計

ち
づ
く
り
も
掲
げ
る
本
市

と
し
て
は
、
難
聴
児
支
援

の
一
環
と
し
て
維
持
費
に

対
す
る
助
成
の
早
期
導
入

を
目
指
す
。

相
談
し
て
も
ら
う
と
と
も

に
、
家
族
の
疲
弊
や
問
題

の
複
雑
化
を
防
ぐ
た
め
、

ひ
き
こ
も
り
に
特
化
し
た

相
談
を
行
う
「
ひ
き
こ
も

り
専
門
相
談
窓
口
」
の
設

置
を
検
討
し
て
い
る
。

　

 　
ひ
き
こ
も
り
は
、
10
代

か
ら
中
高
年
に
至
る
ま
で
、

　

 

年
齢
層
が
幅
広
く
、
抱
え

る
問
題
も
さ
ま
ざ
ま
で
あ

る
。
今
後
の
支
援
策
に
つ

な
げ
る
た
め
、保
健
所
を

中
心
に
実
態
把
握
に
努
め
、

　

 

関
係
機
関
と
の
連
携
強
化

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

泉市政３期目スタート
S
エス・

D
ディー・

G
ジーズ

s未来安心都市・明石へ
高齢者施策とハード整備を推進

新庁舎の整備
利便性や財政負担を考慮
来年度までに方向性決定

ひ
き
こ
も
り

　
相
談
窓
口
を
設
置

家
族
に
も
寄
り
添
う

意気込みを語る市長

子どものために早期の聴覚検査を

老朽化が進む現庁舎

問�　
こ
ど
も
を
核
と
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
最
重
要
施
策

に
掲
げ
て
い
る
本
市
と
し

て
、
新
生
児
聴
覚
検
査
と

人
工
内
耳
の
維
持
費
に
対

す
る
助
成
が
で
き
な
い
か
。

答�　
新
生
児
聴
覚
検
査
は
、

先
天
性
聴
覚
障
害
を
早
期

に
発
見
す
る
た
め
国
が
推

奨
し
、
現
在
県
下
23
市
町

が
公
費
助
成
を
実
施
し
て

い
る
。
本
市
は
助
成
を
行

新
生
児
聴
覚
検
査
の
実
施

�

公
費
助
成
を
早
期
に
検
討
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議
員
の
寄
付
行
為
等
の
禁
止
に
つ
い
て

議
員
の

　
※
時
候
の
あ
い
さ
つ
状

　
※
中
元
や
歳
暮

　
※
祭
り
や
会
合
へ
の
寄
付

な
ど
は
公
職
選
挙
法
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

問�　
明
石
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー

へ
の
通
報
状
況
と
そ
の
対

応
に
つ
い
て
聞
く
。

答�　
今
年
４
月
に
開
設
し
た

明
石
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
へ

の
通
報
は
、
２
カ
月
間
で

約
80
件
で
あ
る
。
初
期
対

応
を
専
門
と
す
る
緊
急
支

援
課
に
お
い
て
、

ケ
ー
ス
ワ
ー
ク
を

行
う
児
童
福
祉
士

を
は
じ
め
、
弁
護

士
職
員
、
子
ど
も

や
家
庭
に
精
神
面

か
ら
寄
り
添
い
支

援
す
る
児
童
心
理

士
、
警
察
官
の
Ｏ

Ｂ
職
員
な
ど
、
高

度
な
知
識
や
技
術

を
持
つ
専
門
職
員

問�　
保
育
所
待
機
児
童
ゼ
ロ

対
策
と
し
て
、
保
育
士
の

確
保
や
臨
時
保
育
士
等
の

処
遇
改
善
策
を
聞
く
。

答�　
本
市
の
待
機
児
童
は
、

昨
年
度
に
約
２
千
人
の
受

入
枠
を
拡
充
し
た
こ
と
に

よ
り
８
年
ぶ
り
に
減
少
し

た
が
、
４
月
現
在
で
は
４

１
２
人
で
あ
り
、
さ
ら
な

る
対
策
が
必
要
で
あ
る
と

強
く
認
識
し
て
い
る
。
今

年
度
は
１
２
０
０
人
、
さ

ら
に
来
年
10
月
ま
で
に
３

０
０
人
の
受
入
枠
を
拡
充

し
、
待
機
児
童
ゼ
ロ
を
目

指
し
て
い
る
。

　

�　
ま
た
、
受
入
枠
を
増
や

す
だ
け
で
は
な
く
、
保
育

の
質
と
保
育
士
の

数
を
確
保
す
る
た

め
、
研
修
の
充
実

に
よ
り
専
門
性
の

向
上
を
図
る
ほ
か
、

　

�

来
年
度
か
ら
常
勤

の
臨
時
保
育
士
や

臨
時
幼
稚
園
教
諭

の
給
与
を
引
き
上

げ
、
新
た
に
退
職

手
当
を
支
給
す
る
。

　

�

さ
ら
に
３
年
に
一

度
で
あ
っ
た
昇
給

を
毎
年
に
改
め
る
な
ど
の

処
遇
改
善
策
に
よ
り
、
職

員
が
意
欲
を
持
っ
て
働
き

続
け
ら
れ
る
環
境
整
備
を

図
る
と
と
も
に
、
来
年
度

は
退
職
予
定
者
を
上
回
る

正
規
保
育
教
育
職
の
募
集

を
検
討
し
て
い
る
。

積
率
を
独
自
に
設
定
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、

本
市
も
設
定
し
て
は
ど
う

か
。
市
の
考
え
を
聞
く
。

答�　
工
場
立
地
法
の
緑
地
面

積
率
は
、
地
域
の
実
情
に

応
じ
て
市
の
条
例
で
基
準

を
緩
和
で
き
る
。
こ
れ
を

利
用
し
て
面
積
率
を
引
き

下
げ
、
市
内
の
工
場
が
敷

問�　
工
場
立
地
法
で
は
、
工

場
敷
地
内
の
緑
化
を
行
い
、

　

�

地
域
の
環
境
づ
く
り
に
貢

献
す
る
こ
と
を
基
本
と
し

て
い
る
が
、
こ
の
法
規
制

が
工
場
の
建
て
替
え
な
ど

に
支
障
を
来
し
、
工
場
が

市
外
に
移
転
す
る
現
状
が

あ
る
。
法
改
正
に
よ
り
、

地
方
公
共
団
体
が
緑
地
面

地
を
有
効
活
用
し
、
設
備

投
資
を
行
う
こ
と
は
工
業

を
活
性
化
さ
せ
る
有
効
な

手
法
の
一
つ
と
考
え
て
い

る
。
し
か
し
、
基
準
を
緩

和
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

住
環
境
が
悪
化
し
て
は
な

ら
ず
、
市
内
の
良
好
な
住

環
境
を
守
る
た
め
に
は
、

市
民
に
対
し
丁
寧
な
説
明

を
行
い
、
そ
の
理
解
と
納

得
を
十
分
に
得
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
今
後
は
、

国
の
動
向
や
本
市
の
特
性

を
見
極
め
て
、
検
討
を
重

ね
て
い
く
。

で
対
応
し
て
い
る
。

　

�　
通
報
に
よ
る
訪
問
等
を

不
快
に
感
じ
る
保
護
者
も

い
る
が
、
全
国
で
発
生
す

る
痛
ま
し
い
虐
待
事
案
を

踏
ま
え
る
と
、
わ
ず
か
な

兆
候
も
見
逃
さ
ず
支
援
に

つ
な
ぐ
こ
と
が
、
子
ど
も

の
命
を
守
る
児
童
相
談
所

と
し
て
最
も
重
要
な
責
務

と
考
え
る
。
全
て
の
子
ど

も
の
幸
せ
の
た
め
、
学
校

や
警
察
、
地
域
な
ど
、
子

ど
も
を
取
り
巻
く
関
係
者

問�　
い
じ
め
や
虐
待
、
職
場

や
学
校
で
の
嫌
が
ら
せ
、

ク
ラ
ブ
活
動
等
で
の
体
罰
、

　

�

パ
ワ
ハ
ラ
な
ど
を
防
止
す

る
た
め
の
条
例
制
定
を
急

ぐ
べ
き
と
考
え
る
が
、
市

の
見
解
を
問
う
。

答�　
本
市
は
高
齢
者
、
障
害

者
、
子
ど
も
の
相
談
等
に

対
し
て
包
括
的
な
支
援
を

行
う
、
地
域
総
合
支
援
セ

ン
タ
ー
を
設
置
す
る
と
と

が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
に
理

解
を
深
め
、
互
い
に
力
を

合
わ
せ
、
保
護
者
に
寄
り

添
う
と
と
も
に
子
ど
も
の

視
点
に
立
っ
た
支
援
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

も
に
、
今
年
４
月
か
ら
は

明
石
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
を

開
設
し
、
子
ど
も
の
虐
待

防
止
、
早
期
発
見
等
に
取

り
組
み
な
が
ら
、
あ
ら
ゆ

る
相
談
に
応
じ
る
な
ど
、

全
て
の
市
民
に
き
め
細
や

か
に
対
応
で
き
る
環
境
整

備
を
進
め
て
き
た
。

　

�　
ま
た
、
教
育
委
員
会
と

連
携
し
、
学
校
、
家
庭
、

地
域
、
企
業
を
対
象
に
い

じ
め
等
を
テ
ー
マ
と
し
た

研
修
会
を
開
催
す
る
な
ど

啓
発
活
動
も
行
って
お
り
、

　

�

今
後
も
関
係
機
関
や
庁
内

各
課
と
の
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
い
じ
め
等
の
防
止

に
向
け
た
取
り
組
み
を
進

め
て
い
く
。
な
お
、
条
例

の
制
定
は
、
現
在
取
り
組

ん
で
い
る
施
策
の
実
施
状

況
を
踏
ま
え
、
引
き
続
き

研
究
し
て
い
き
た
い
。

問�　
本
を
明
石
の
ま
ち
づ
く

り
の
中
心
に
位
置
付
け
る

た
め
、
市
は
今
後
の
展
開

と
し
て
新
た
な
図
書
館
の

整
備
を
検
討
し
て
い
る
が
、

　

�

大
久
保
や
西
明
石
方
面
に

新
設
す
る
考
え
は
あ
る
の

か
。
ま
た
、
既
存
の
施
設

や
民
間
活
力
も
活
用
す
る

な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
ア
プ
ロ
ー

チ
で
図
書
館
を

整
備
し
て
い
く

こ
と
が
、
本
の

ま
ち
あ
か
し
を

推
進
す
る
こ
と

に
な
る
と
考
え

る
。
今
後
、
ど

の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
く
の

か
を
聞
く
。

答�　
本
市
で
は「
い
つ
で
も
、

　

�

ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
」

手
を
伸
ば
せ
ば
本
に
手
が

届
く
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
、
あ
か
し
市
民
図

書
館
を
明
石
駅
前
再
開
発

ビ
ル
に
移
転
し
、
施
設
を

大
幅
に
拡
充
し
た
。現
在
、

　

�

同
ビ
ル
内
の
子
ど
も
関
連

施
設
な
ど
と
連
携
し
な
が

ら
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

る
。

　

�　
今
後
、
一
層
の
環
境
整

備
に
向
け
て
、
西
明
石
や

大
久
保
を
含
め
各
地
区
に

お
け
る
新
た
な
図
書
館
の

整
備
に
つ
い
て
、
基
本
構

想
の
策
定
に
向
け
た
取
り

組
み
を
進
め
て
い
く
。

保育所待機児童対策
保育士の確保目指し
さらなる処遇改善を

い
じ
め
を
な
く
そ
う

き
め
細
や
か
な
対
応 

 

啓
発
活
動
も
実
施

本のまち明石を推進
西明石・大久保にも
新たに図書館を整備

あかし市民図書館

子
ど
も
の
虐
待
通
報

�

わ
ず
か
な
兆
候
も
見
逃
さ
ず
　

工
場
立
地
法
の
緑
地
率
緩
和

　
　
良
好
な
住
環
境
を
守
る
た
め

 

市
の
特
性
を
見
極
め
検
討

安心して働ける環境を

　
今
年
も
ト
ラ
イ
や
る
ウ
ィ
ー
ク
が
６
月
３
日
か
ら

７
日
ま
で
の
５
日
間
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
事
業
が

生
ま
れ
た
背
景
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

兵
庫
県
で
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
お
よ
び
神
戸
市

須
磨
区
に
お
け
る
小
学
生
殺
傷
事
件
以
来
、
教
育
の

基
調
を
「
教
え
る
教
育
」
か
ら
「
育
む
教
育
」
へ
と

大
き
く
転
換
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
「
心
の
教

育
」
の
充
実
を
図
る
た
め
、
体
験
す
る
場
と
機
会
を

提
供
し
、
児
童
生
徒
一
人
一
人
が
自
分
の
生
き
方
を

見
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

平
成
10
年
度
か
ら
兵
庫
県
下
の
公
立
中
学
校
２
年
生

を
対
象
に
実
施
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
人
間
関
係
や
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
事
柄
が
、
机
上
の

こ
と
や
バ
ー
チ
ャ
ル
で
は
な
く
「
本
物
の
体
験
」
だ

か
ら
こ
そ
、
学
校
や
家
庭
で
は
味
わ
え
な
い
臨
場
感

や
生
き
て
い
る
と
い
う
存
在
感
、
そ
し
て
終
了
後
に

は
充
実
感
が
湧
い
て
く
る
の
で
し
ょ
う
。

　

６
月
11
日
の
全
国
市
議
会
議
長
会
定
期
総
会
に

お
い
て
、
同
会
会
長
か
ら
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
長
年
に
わ
た
る
市
政
発
展
へ
の
貢
献
が

認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
議
員
在
職
20
年
以
上
特
別
表
彰

　
　
出
雲　
晶
三　
議
員

　
　
大
西　
洋
紀　
議
員

　
　
北
川　
貴
則　
議
員

　
　
井
藤　
圭
湍　
前
議
員

　

ま
た
、
穐
原
成
人
議
員
に
対
し
、
議
長
在
職
中

に
全
国
市
議
会
議
長
会
地
方
財
政
委
員
会
委
員
を

務
め
た
功
績
に
よ
り
同
会
会
長
か
ら
、
ま
た
、
議

長
、
副
議
長
の
職
を
２
年
以
上
務
め
た
功
績
に
よ

り
兵
庫
県
市
議
会
議
長
会
会
長
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

永年在職表彰など受賞

明石こどもセンター（大久保町ゆりのき通）
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問�　
市
内
の
公
園
で
の
喫
煙

対
策
に
つ
い
て
聞
く
。

答�　
現
在
、
市
が
管
理
す
る

公
園
は
約
４
６
０
カ
所
あ

る
。
面
積
が
２
ヘ
ク
タ
ー

ル
程
度
の
公
園
は
、
清
掃

や
除
草
な
ど
の
日
常
管
理

を
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
に
委
託
し
、
そ
れ
以
外

の
公
園
は
、
自
治
会
な
ど

の
地
縁
団
体
で
構
成
す
る

公
園
愛
護
会
に
依
頼
す
る

な
ど
、
適
切
な
管
理
に
努

め
て
い
る
。

問�　
明
石
港
西
外
港
地
区
整

備
事
業
の
進
行
状
況
と
地

元
住
民
へ
の
防
災
・
減
災

対
策
の
取
り
組
み
を
聞
く
。

答�　
本
市
の
海
岸
は
東
播
海

岸
の
一
部
と
し
て
、
昭
和

36
年
か
ら
国
の
直
轄
事
業

に
よ
り
護
岸
や
養
浜
工
な

ど
の
海
岸
保
全
施
設
の
整

備
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。

明
石
港
西
外
港
地
区
に
つ

い
て
は
長
年
、
海
岸
堤
防

が
未
整
備
で
あ
っ
た
が
、

平
成
28
年
度
よ
り
本
格
的

に
防
潮
堤
整
備
事
業
が
始

ま
っ
た
。
現
在
は
、
３
分

の
１
程
度
の
整
備
が
完
了

し
て
お
り
、
令
和
３
年
３

月
の
完
成
を
目
指
し
て
い

る
。
ま
た
国
や
県
、
明
石

浦
漁
業
協
同
組
合
、
地
元

自
治
会
と
積
極
的
に
調
整

を
行
い
な
が
ら
、
防
潮
堤

北
側
道
路
の
改
築
な
ど
、

周
辺
環
境
の
整
備
も
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

　

�　
近
年
、
災
害
は
激
甚
化

し
て
お
り
、
計
画
規
模
を

上
回
る
災
害
を
想
定
し
、

よ
り
一
層
の
防
災
・
減
災

対
策
に
取
り
組
む
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
災
害
時
の

備
え
と
し
て
は
、「
自
助
」

「
共
助
」を
踏
ま
え
、市
民

に
速
や
か
に

避
難
す
る
意

識
付
け
を
促

す
必
要
も
あ

る
こ
と
か
ら
、

　

�

昨
年
５
月
に

隣
接
す
る
川

端
公
園
で
市

民
参
加
型
の

水
防
訓
練
を

実
施
し
た
。

今
年
は
国
と

連
携
し
て
、

実
際
の
防
潮

堤
建
設
現
場
で
、
地
元
住

民
と
大
観
小
学
校
の
児
童

を
対
象
と
す
る
防
災
学
習

を
行
い
た
い
と
考
え
て
い

る
。

問�　
読
書
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法

案
が
国
会
に
提
出
さ
れ
て

い
る
中
、
本
市
の
読
書
困

難
者
に
対
す
る
環
境
整
備

の
状
況
を
聞
く
。

答�　
法
案
の
趣
旨
は
、
本
市

が
進
め
る
「
い
つ
で
も
、

ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
」

手
を
伸
ば
せ
ば
本
に
手
が

届
く
本
の
ま
ち
づ
く
り
と
、

　

�

障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人

も
「
す
べ
て
の
人
に
や
さ

し
い
」
ま
ち
づ
く
り
と
一

致
し
て
い
る
。

　

�　
現
在
、
あ
か
し
市
民
図

書
館
で
は
、
親
子
向
け
や

中
高
生
向
け
エ
リ
ア
の
ほ

か
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
サ

ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
を
設
置

し
、
大
活
字
図
書
約
２
千

冊
、点
字
図
書
約
３
千
冊
、

　

�

録
音
図
書
約
60
冊
の
資
料

を
整
備
し
て
い
る
。
さ
ら

に
、
拡
大
読
書
器
や
音
声

読
み
上
げ
機
な
ど
の
機
器

類
を
備
え
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
協
力
を
得
て
対
面
朗

読
を
受
け
る
こ
と
や
、
点

字
図
書
等
の
無
料
郵
送
、

来
館
困
難
者
へ
宅
配
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
な
ど
、

誰
も
が
利
用
し
や
す
い
図

書
館
整
備
を
進
め
て
い
る
。

　

�　
し
か
し
、
サ
ー
ビ
ス
の

年
間
利
用
登
録
者
は
24
名

と
少
な
い
た
め
、
今
後
は

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
点
字
付

き
利
用
案
内
の
作
成
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
や
す
く

す
る
な
ど
、
多
様
な
媒
体

で
情
報
発
信
し
、
サ
ー
ビ

ス
の
周
知
を
図
り
た
い
。

　

�　
現
時
点
で
は
、
市
内
の

公
園
で
の
喫
煙
は
禁
止
し

て
い
な
い
が
、
受
動
喫
煙

を
防
止
す
る
観
点
か
ら
、

他
の
利
用
者
の
状
況
に
よ

り
、
喫
煙
を
控
え
て
も
ら

っ
て
い
る
。

　

�　
平
成
30
年
７
月
に
健
康

増
進
法
が
改
正
さ
れ
、
よ

り
厳
し
い
規
制
等
の
措
置

が
規
定
さ
れ
る
な
ど
、
国

を
挙
げ
て
の
取
り
組
み
が

行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
流

れ
を
受
け
、

県
の
受
動
喫

煙
の
防
止
等

に
関
す
る
条

例
が
改
正
さ

れ
、
令
和
２

年
４
月
１
日

か
ら
は
、
公

園
利
用
者
の

多
く
を
占
め

る
20
歳
未
満

の
子
ど
も
や

妊
婦
を
た
ば

こ
の
煙
か
ら

守
る
た
め
、
公
園
内
は
、

屋
外
も
含
め
て
全
て
禁
煙

と
な
る
。
本
市
も
県
の
条

例
改
正
を
踏
ま
え
、
管
理

す
る
全
て
の
公
園
を
禁
煙

に
す
る
と
と
も
に
、
一
定

の
面
積
を
上
回
る
公
園
で

は
、
立
地
や
利
用
状
況
を

考
慮
し
、
屋
外
で
の
喫
煙

場
所
の
設
置
を
検
討
す
る

な
ど
、
誰
も
が
安
心
し
て

快
適
に
過
ご
せ
る
公
園
づ

く
り
に
努
め
て
い
く
。

所
よ
り
も
広
く
、
車
い
す

で
も
利
用
し
や
す
い
高
さ

の
カ
ウ
ン
タ
ー
を
備
え
る

ほ
か
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
観

光
に
つ
い
て
の
情
報
を
提

供
し
、
多
言
語
に
よ
る
案

内
な
ど
、
誰
も
が
利
用
し

や
す
い
案
内
所
と
し
た
い
。

　

�

公
共
ト
イ
レ
は
、
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
に
配
慮

し
、
音
声
で

の
誘
導
案
内

装
置
の
設
置

に
加
え
、
性

別
を
気
に
せ

ず
に
利
用
で

き
る
多
機
能

ト
イ
レ
の
配

置
を
予
定
し

て
い
る
。

　

�　
な
お
、
セ
ン
タ
ー
は
、

共
生
社
会
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン

と
し
て
海
外
の
選
手
な
ど

と
交
流
を
図
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
来
年
８
月
の

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
時

ま
で
に
間
に
合
う
よ
う
に
、

　

�

今
年
度
末
の
完
成
を
目
指

し
て
い
る
。

問�　
明
石
駅
の
商
業
施
設
に

整
備
す
る
（
仮
称
）
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
セ

ン
タ
ー
に
つ
い
て
聞
く
。

答�　
共
生
社
会
の
実
現
を
目

指
す
本
市
は
、
今
年
３
月

に
ピ
オ
レ
明
石
西
館
の
南

側
に
、
同
館
を
管
理
す
る

神
戸
Ｓ
Ｃ
開
発
株
式
会
社

が
施
設
を
増
築
し
整
備
す

る
こ
と
に
つ
い
て
基
本
合

意
し
た
。
整
備
計
画
に
つ

い
て
は
、
５
月
に
観
光
庁

か
ら
認
定
を
受
け
て
お
り
、

　

�

整
備
に
係
る
費
用
は
、
そ

の
補
助
金
を
活
用
す
る
。

　

�　
セ
ン
タ
ー
内
に
は
、
観

光
案
内
所
や
公
共
ト
イ
レ

な
ど
を
整
備
す
る
予
定
に

し
て
い
る
。
新
し
い
観
光

案
内
所
は
、
現
在
の
案
内

受動喫煙の防止
令和２年４月から

460カ所の公園が禁煙に

読書困難者の環境整備
拡大読書器など

サービスの周知が課題

「SDGs」を知っていますか？
「SDGs」とは、未来を持続可能な社会にするため、
国連で採択された国際的な目標です。
今、世界中で「SDGs」の取り組みが広がっています。
あなたの未来を変えていくために「SDGs」について、市議会議員とカードゲームを
しながら学んでみませんか。
日 時	 ８月28日（水）　午前９時30分～12時
会 場	 市役所議会棟２階　大会議室　
対 象	 市内在住・在学の高校生
定 員	 30名（応募多数の場合は抽選）
参 加 費	 無料
応募方法	 	FAX、メール、郵送、右側の応募フォーム（QRコード）から
	 	①氏名（ふりがな）	②学校名・学年	③住所	④連絡先（電話番号およ

びメールアドレス）を記入し、８月２日までに議会局議事課へ
問い合わせ先	 市議会議会局　議事課
	 ＴＥＬ：	（078）918－5060　ＦＡＸ：（078）918－5112
	 E-mail：gijika@city.akashi.lg.jp
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明
石
港
西
外
港
地
区
整
備
事
業

　
　
令
和
３
年
３
月
に
完
成
予
定

�

よ
り
一
層
の
防
災
・
減
災
対
策
を

共
生
社
会
の
実
現
へ

�

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

��

ツ
ー
リ
ズ
ム
セ
ン
タ
ー

▽
採
択
さ
れ
た
請
願
△

　
○�

教
職
員
定
数
改
善
と
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
２

分
の
１
復
元
を
は
か
る
た
め
の
、
２
０
２
０
年
度
政

府
予
算
に
係
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
請
願

▽
不
採
択
と
な
っ
た
請
願
△

　
○�

被
選
挙
権
の
要
件
で
あ
る
住
所
要
件
を
各
議
員
が

満
た
し
て
い
る
か
調
査
す
る
こ
と
を
求
め
る
請
願

請　願

みんなが憩える公園へ

岬町付近の防潮堤

整備予定地（ピオレ明石西館南側）

夏休みに市議会議員と「SDGs」について学んでみませんか

S
エス・

D
ディー・

G
ジー

s
ズ

議会カフェを開催初 　
意
見
書
１
件
を
可
決
し
、
政
府
・
関
係
機
関
に
送

付
し
ま
し
た
。
以
下
は
そ
の
要
旨
で
す
。

○�

教
職
員
定
数
改
善
と
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度

の
復
元
を

　
新
学
習
指
導
要
領
へ
の
対
応
な
ど
学
校
現
場
に
お

け
る
課
題
が
山
積
し
て
い
る
中
、
子
ど
も
た
ち
の
ゆ

た
か
な
学
び
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
教
職
員
の
教

材
研
究
・
授
業
準
備
時
間
の
確
保
や
学
級
規
模
の
縮

小
、
長
時
間
労
働
是
正
の
た
め
の
教
職
員
定
数
改
善

が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が
全
国
ど
こ

に
住
ん
で
い
て
も
一
定
水
準
の
教
育
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
財
源
を
保
障
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

　
よ
っ
て
、
国
に
対
し
、
30
人
以
下
学
級
を
実
現
す

る
と
と
も
に
計
画
的
な
教
職
員
定
数
改
善
の
推
進
お

よ
び
教
育
の
機
会
均
等
と
水
準
の
維
持
向
上
を
は
か

る
た
め
、
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
負
担
割
合

を
２
分
の
１
に
復
元
す
る
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

 来たれ
高校生!!
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問�　
通
学
途
中
の
児
童
、
生

徒
が
横
断
歩
道
を
歩
行
中

に
犠
牲
に
な
る
事
故
が
多

発
し
て
い
る
。
信
号
機
の

設
置
を
推
進
す
る
と
と
も

に
交
通
ル
ー
ル
を
守
る
啓

発
活
動
を
積
極
的
に
行
う

べ
き
と
考
え
る
。
市
の
取

り
組
み
状
況
と
交
差
点
の

安
全
対
策
に
つ
い
て
聞
く
。

答�　
全
国
的
に
交
通
事
故
件

数
や
死
亡
者
数
が
減
少
す

る
一
方
で
、
あ
お
り
運
転

な
ど
危
険
運
転
の
報
道
が

相
次
い
で
い
る
。
市
民
が

安
全
に
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
の
実
現
を
図
る
た

め
に
は
、
運
転
者
と
歩
行

者
の
双
方
が
交
通
ル
ー
ル

や
マ
ナ
ー
を
守
る
こ
と
を

基
本
と
し
た
上
で
、
平
成

問�　
明
石
川
に
架
か
る
Ｊ
Ｒ

架
橋
下
の
土
手
が
川
に
突

き
出
て
、
大
雨
時
に
川
の

流
れ
を
せ
き
止
め
て
い
る
。

　

�

こ
の
流
域
の
住
民
は
大
雨

の
た
び
に
水
害
を
心
配
し

て
お
り
、
早
期
の
改
修
工

事
が
必
要
で
あ
る
。
工
事

の
進
展
状
況
と
市
や
国
・

県
の
取
り
組
み
を
聞
く
。

答�　
市
民
の
生
命
や
財
産
を

守
る
防
災
事
業
で
あ
る
明

石
川
の
Ｊ
Ｒ
架
橋
改
修
工

事
を
促
進
さ
せ
る
た
め
、

本
市
は
、
国
へ
の
要
望
活

動
を
繰
り
返
し
て
き
た
。

Ｊ
Ｒ
架
橋
部
は
整
備
計
画

上
必
要
と
な
る
河
川
の
幅

と
比
べ
る
と
約
10
メ
ー
ト

ル
狭
い
状
況
で
あ
る
た
め

県
は
、
河
川
の
幅
を
広
げ

る
工
事
を
計
画
し
て
い
た
。

　

�

今
年
３
月
に
、
県
と
Ｊ
Ｒ

西
日
本
の
間
で
工
事
協
定

が
締
結
さ
れ
、
今
年
度
か

ら
改
修
工
事
に
着
手
す
る

予
定
と
な
っ
て
い
る
。
国

も
本
工
事
を
大
規
模
特
定

河
川
事
業
に
位
置
付
け
、

今
年
度
４
億
４
千
万
円
の

予
算
を
県
に
割
り
当
て
た

と
こ
ろ
だ
。

　

�　
改
修
工
事
は
、
河
川
内

で
行
わ
れ
る
が
、
列
車
運

行
の
安
全
確

保
が
必
要
と

な
る
た
め
、

工
期
は
お
お

む
ね
７
年
か

か
り
、
総
事

業
費
は
約
40

億
円
と
な
っ

て
い
る
。
な

お
、
こ
の
工

事
は
国
・
県

が
行
う
た
め
、

　

�

市
に
費
用
負

担
は
発
生
し

な
い
が
、
市
と
し
て
は
関

係
機
関
や
地
域
と
連
携
を

図
り
、
早
期
完
成
に
向
け

た
取
り
組
み
を
進
め
て
い

く
考
え
だ
。

29
年
に
策
定
し
た
明
石
市

交
通
安
全
計
画
で
掲
げ
て

い
る
歩
行
者
優
先
の
考
え

方
を
浸
透
さ
せ
る
取
り
組

み
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

　

�
横
断
歩
道
を
安
全
に
歩
行

す
る
に
は
信

号
機
の
設
置

が
有
効
だ
が
、

　

�

全
て
の
横
断

歩
道
に
早
急

に
設
置
す
る

こ
と
は
難
し

い
た
め
、運

転
者
は
歩
行

者
が
い
る
と

き
は
一
時
停

止
を
行
い
、

歩
行
者
は
手

を
上
げ
る
な

ど
の
意
思
表

示
を
し
て
か
ら
横
断
す
る

よ
う
意
識
啓
発
を
図
り
、

警
察
に
は
取
り
締
ま
り
の

一
層
の
強
化
を
依
頼
し
て

い
く
。
ま
た
、
本
市
が
毎

年
行
う
各
小
学
校
区
の
通

学
路
の
点
検
も
、
運
転
ミ

ス
等
に
よ
り
車
両
が
歩
道

に
乗
り
上
げ
る
可
能
性
が

あ
る
こ
と
を
念
頭
に
置
い

て
実
施
し
、
対
策
を
検
討

し
て
い
く
。

問�　
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ

く
り
を
さ
ら
に
推
進
す
る

た
め
、
歩
道
や
バ
ス
停
等

に
高
齢
者
の
た
め
の
ベ
ン

チ
を
設
置
で
き
な
い
か
。

答�　
本
市
は
、
誰
も
が
安
心

し
て
外
出
で
き
る
よ
う
に

交
通
事
業
者
等
の
関
係
機

関
と
連
携
し
、
駅
施
設
へ

の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
、

公
共
施
設
等
へ
の
ア
ク
セ

ス
道
路
の
段
差
解
消
や
視

覚
障
害
者
用
ブ
ロ
ッ
ク
の

設
置
等
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
を
図
る
と

と
も
に
駅
前

広
場
や
周
辺

道
路
に
高
齢

者
や
足
の
不

自
由
な
人
が

休
憩
で
き
る

ベ
ン
チ
の
整

備
等
を
行
っ

て
き
た
。

　

�　
ま
た
、
本

市
は
、
共
生

社
会
ホ
ス
ト

タ
ウ
ン
に
指

定
さ
れ
、
高

齢
者
を
は
じ
め
誰
も
が
安

全
で
快
適
に
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
て
い
る
。
さ
ら
に

は
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
の
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
、
福
祉
等
の

関
係
団
体
、交
通
事
業
者
、

　

�

障
害
当
事
者
等
に
よ
る
協

議
会
を
設
置
し
、
協
議
や

調
整
を
図
り
な
が
ら
実
行

計
画
の
策
定
に
向
け
て
検

討
を
進
め
て
い
る
。

　

�　
今
後
は
、
移
動
に
制
約

の
あ
る
人
も
安
全
に
安
心

　
令
和
元
年
６
月
30
日
を
も

っ
て
任
期
満
了
と
な
る
公
益

監
察
員
に
村む

ら
か
み上
公こ
う
一い
ち
氏
（
64

歳
・
神
戸
市
垂
水
区
）
を
引

き
続
き
選
任
す
る
こ
と
に
同

意
し
ま
し
た
。

　
同
氏
は
、
弁
護
士
と
し
て

活
躍
さ
れ
、
兵
庫
県
弁
護
士

協
同
組
合
理
事
、
兵
庫
県
弁

護
士
会
副
会
長
、
近
畿
弁
護

士
会
連
合
会
常
務
理
事
な
ど

を
歴
任
さ
れ
て
い
ま
す
。　

　
な
お
、
本
市
の
公
益
監
察

員
の
契
約
期
間
は
３
年
で
す
。

し
て
歩
け
る
よ
う
、
観
光

道
路
な
ど
幅
の
広
い
歩
道

等
の
空
間
を
活
用
し
、
歩

行
途
中
で
休
憩
で
き
る
ベ

ン
チ
等
の
整
備
や
、
バ
ス

利
用
者
の
ニ
ー
ズ
と
道
路

状
況
を
勘
案
し
た
上
で
、

バ
ス
停
が
あ
る
道
路
に
ベ

ン
チ
を
設
置
す
る
こ
と
を

検
討
し
て
い
く
。

明石川のJR架橋
国・県が改修工事に着手
工期はおおむね７年

人にやさしいまちづくり
誰もが安心して外出できるよう
� 広い歩道やバス停にベンチを

安全な歩行には信号機の設置が有効

あったらいいな　一息つけるベンチ

横
断
歩
道
の
安
全
対
策

　
　
交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
が
大
切

�
運
転
者
と
歩
行
者
の
意
識
啓
発
を

公
益
監
察
員

�

選
任
に
同
意

水害の危険性がある明石川

　明石市議会開催をお知らせする
ポスターのデザインを市内在住・
在学の高校生から募集し、19名
の方から応募がありました。
　市議会議員全員で選考し、優
秀賞４点を決定しました。

橘　実紗さん	 （６月議会）
（県立明石清水高等学校）
佐藤　慧さん	 （９月議会）
（県立明石高等学校）
兼武　真実子さん	（12月議会）
（県立明石清水高等学校）
谷口　若那さん	 （３月議会）
（県立明石南高等学校）

※	採用作品はホームページで
　ご覧いただけます。

　公文書公開請求をしなくても政務活動費の収支
報告書・領収書等の閲覧ができます。
　平成30年度分（平成30年4月～31年3月）と平成
31年4月分が新たに閲覧の対象となります。
　なお、閲覧できるのは平成27年5月分からです。

閲覧開始日
８月１日（木）
閲覧時間
午前８時55分～午後５時40分（閉庁日を除く）
閲覧場所・問い合わせ先
市議会議会局　総務課（市役所議会棟3階）
ＴＥＬ：（078）911-2600	 FAＸ：（078）918-5112
E-mail	：	gikai@city.akashi.lg.jp

平成30年度、平成31年4月の政務活動費
収支報告書・領収書等が閲覧できます

ポスターデザインが決定日 時　８月10日（土）午前10時～11時30分
会 場　本会議場ほか（市役所議会棟３階）
対 象　市内在住・在学の小学生　※保護者同伴可
定 員　30名程度（応募多数の場合は抽選）
参加費　無料

応募方法
①氏名（ふりがな）※保護者同伴の場合は保護者氏名も
②学校名・学年③郵便番号・住所④電話番号（日中連絡のと
れる番号）と件名「夏休み小学生議会体験ツアー申し込み」を
記入し、メールまたはFAXで７月31日までに議会局総務課へ
参加の可否は８月５日までにお知らせします

問い合わせ先
市議会議会局　総務課
TE L：（078）911－2600　　FAX：（078）918－5112
E-mail	：	gikai@city.akashi.lg.jp

普段見ることができない市議会活動を
のぞいてみませんか？

本会議場や議長室を探検し、議会のしくみを知ろう！
クイズの景品や参加記念品もあります。議会をのぞいてみよう！

夏休み小学生議会体験ツアー
参加者募集
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新議長・副議長に聞く

議　長 大
お お に し

西　洋
ひ ろ の り

紀（61）
未来明石　6 期
議員としての抱負　「心のかよったやさしい政治を！！」

議
長
に
聞
く

市
議
会
の
市
制
施
行

　
１
０
０
周
年
の
取
り
組
み

�　

�　

あ
ら
ゆ
る
世
代
の
市
民
か

ら
市
議
会
に
関
心
を
持
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
多
彩
な
取
り

組
み
を
行
い
ま
す
。
ま
ず
、

議
会
の
活
動
や
歴
史
な
ど
を

ま
と
め
た
記
念
誌
の
作
成
や
、

　

�

11
月
に
発
行
す
る
市
議
会
だ

よ
り
は
、
特
別
号
と
し
て
増

ペ
ー
ジ
を
行
い
ま
す
。ま
た
、

今
年
も
高
校
生
議
会
を
開
催

す
る
と
と
も
に
、
夏
休
み
に

は
小
学
生
対
象
の
議
会
体
験

ツ
ア
ー
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
す
で
に
募
集
は
終
了

し
ま
し
た
が
、
議
会
開
催
を

お
知
ら
せ
す
る
ポ
ス
タ
ー
の

デ
ザ
イ
ン
を
高
校
生
か
ら
募

集
し
ま
し
た
。

市
民
の
皆
様
へ

�　

�　

先
の
選
挙
で
30
名
の
議

員
が
選
ば
れ
、
こ
れ
ま
で

の
顔
ぶ
れ
か
ら
３
分
の
１

が
入
れ
替
わ
り
ま
し
た
。

議
員
一
人
一
人
、
多
様
な

考
え
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、

　

�

明
石
を
住
み
よ
く
、
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
に
し

た
い
と
い
う
思
い
は
同
じ

で
す
。
新
た
な
１
０
０
年

の
幕
開
け
と
な
る
今
年
、

い
つ
ま
で
も
、
す
べ
て
の

人
が
取
り
残
さ
れ
る
こ
と

の
な
い
、
や
さ
し
い
ま
ち

を
明
石
か
ら
発
信
で
き
る

よ
う
に
全
力
を
尽
く
し
ま

す
。

副
議
長
に
聞
く

高
齢
者
施
策
の
充
実

�　

�　

元
気
で
健
康
な
高
齢
者
が

活
躍
で
き
、
支
援
が
必
要
と

な
っ
た
場
合
で
も
住
み
慣
れ

た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し

続
け
ら
れ
る
環
境
を
整
備
し

て
い
き
ま
す
。
た
こ
バ
ス
運

賃
を
無
料
に
す
る
外
出
支
援

の
ほ
か
、
高
年
ク
ラ
ブ
へ
の

�　

�

助
成
金
拡
充
や
認
知
症
施
策

の
充
実
を
図
る
条
例
制
定
に

向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

児
童
相
談
所
の
開
設

�　

�　

今
年
４
月
、
中
核
市
で
は

全
国
で
３
番
目
と
な
る
児
童

相
談
所
「
明
石
こ
ど
も
セ
ン

タ
ー
」
を
大
久
保
町
に
開
設

し
ま
し
た
。
市
民
に
一
番
近

い
存
在
で
あ
る
市
が
設
置
す

る
児
童
相
談
所
と
し
て
、

０
歳
か
ら
18
歳
ま
で
の
子

ど
も
、
保
護
者
、
地
域
か

ら
の
相
談
に
24
時
間
３
６

５
日
対
応
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
子
ど
も
の
健
や
か

な
育
ち
を
し
っ
か
り
と
支

援
し
ま
す
。

市
民
の
皆
様
へ

　

�　

本
市
は
、
子
ど
も
施
策

の
充
実
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
高
齢
者
施
策
に
も
力

を
入
れ
て
い
き
ま
す
。
今

後
も
、
時
代
の
変
化
に
的

確
に
対
応
し
、
明
石
市
に

住
ん
で
よ
か
っ
た
と
思
え

る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、

市
民
に
開
か
れ
た
議
会
運

営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　5月15日に開かれた本会議で、議長・副議長の選挙を行い、議長に大西洋紀議員、
副議長に宮坂祐太議員が選任されました。議会の代表である２人に、市政の課題や
市民へのメッセージなどについて聞きました。明石公園

副議長 宮
み や さ か

坂　祐
ゆ う

太
た

（35）
フォーラム明石　3 期
議員としての抱負　「一歩一歩着実に、前進あるのみ」
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１　氏名、年齢（7月21日現在）
２　所属会派、期数
３　議員としての抱負

プロフィール掲載項目

１ 林
はやし

　丸
ま ろ み

美（43）　 　   　　

２ フォーラム明石　1 期

３ 市民の声を活かし、
　 風通しの良い市政に！！

１ 竹
たけうち

内　きよ子
こ

（59）   　　

２ フォーラム明石　1 期

３ 子供に優しいまち＝
　 すべてにやさしいまち

１ 尾
お ぐ ら

倉　あき子
こ

（59）   　　

２ 公明党　4 期

３ 持続可能な誰にもやさ
　 しいまちづくりを！！

１ 穐
あきはら

原　成
なりひと

人（60）　   　　

２ 自民党 真誠会　4 期

３ 暮らしてみて良かった
　 と思える街を創りたい

１ 松
ま つ い

井　久
く み こ

美子（66）   　　

２ 公明党　6 期

３ 女性の視点で、一人ひ
　 とりにやさしい市政を

１ 辰
た つ み

巳　浩
こ う じ

司（61）　   　　

２ 自民党 真誠会　4 期

３ 生まれ育った明石が
　 大好きです

１ 北
きたがわ

川　貴
たかのり

則（52）　   　　

２ 維新の会　6 期

３ 一所懸命、福祉の充実
　 を求め励みます

１ 飯
い い だ

田　伸
の ぶ こ

子（55）　   　　

２ 公明党　1 期

３ 市民の小さな声にしっ
　 かりと寄り添います

１ 丸
まるたに

谷　聡
さ と こ

子（56）　   　　

２ 未来明石　2 期

３ 信頼と実行力を大切に
　 全力でがんばります

１ 辻
つじもと

本　達
た つ や

也（46）　   　　

２ 日本共産党　5 期

３ 驕
おご

れず、弛
たゆ

まず、流さ
　 れず、初心忘れず行動

１ 楠
くすもと

本　美
み き

紀（64）　   　　

２ 日本共産党　3 期

３ だれもが住んで良かっ
　 たと思える明石市に！

１ 石
い し い

井　宏
ひろのり

法（38）　   　　

２ 自民党 真誠会　1 期

３ 住みやすく、愛着の持
　 てる明石を目指します

１ 三
み よ し

好　宏
ひろし

（53）　 　   　　

２ 自民党 真誠会　4 期

３ 夢をかたちに！
　 かたちを現実に！！

１ 筒
つついずみ

泉　寿
ひさかず

一（34）　   　　

２ 維新の会　1 期

３ 三方よし。市民よし
　 住まいよし家族よし

１ 国
く に で

出　拓
ひ ろ し

志（62）　   　　

２ 公明党　4 期

３ １人の人を大切に！
　 １人の声を大切に！

１ 出
い づ も

雲　晶
しょうぞう

三（69）　   　　

２ 未来明石　6 期

３ 動機善なりや
　 私心なかりしか

１ 森
もり

　勝
か つ こ

子（55）　 　   　　

２ 維新の会　1 期

３ 「やさしい明石」に
　 女性の目線で改革を

１ 寺
て ら い

井　吉
よしひろ

広（55）　   　　

２ 自民党 真誠会　3 期

３ 絆を育み、笑顔が
　 あふれる明石に！

１ 坂
さかぐち

口　光
み つ お

男（68）　   　　

２ 自民党 真誠会　4 期

３ コミュニティの再生で
　 安全で安心な町づくり

１ 井
い と う

藤　圭
けいじゅん

順（48）　   　　

２ 自民党 真誠会　1 期

３ ～人づくりのまち
　 　　明石をめざして～

１ 家
や ね た に

根谷　敦
あ つ こ

子（59）   　　

２ スマイル会　2 期

３ やさしいまち・海のま
　 ち　明石を市民と共に

１ 灰
は い の

野　修
しゅうへい

平（51）　   　　

２ 自民党 真誠会　1 期

３ 笑顔と活氣があふれる
　 まちづくり！！

１ 佐
さ さ き

々木　敏
さとし

（64）　   　　

２ 公明党　5 期

３ 現場第一主義でみなさ
　 まの声を「かたち」に

１ 梅
う め だ

田　宏
こ う き

希（66）　   　　

２ 公明党　7 期

３ 安全・安心と活力ある
　 明石を市民と共に！

１ 吉
よ し だ

田　秀
ひ で お

夫（60）　   　　

２ フォーラム明石　1 期

３ 誰もが安心して暮らせ
　 る社会を目指します

１ 林
はやし

　健
け ん た

太（37）　 　   　　

２ 自民党 真誠会　2 期

３ さらに 50 年 100 年
　 持続可能なまち明石へ

１ 千
せんじゅう

住　啓
けいすけ

介（42）　   　　

２ 自民党 真誠会　4 期

３ 美しく誇り高き日本
　 明石を次代へ確かに繋ぐ

１ 榎
えのもと

本　和
か ず お

夫（63）　   　　

２ 自民党 真誠会　3 期

３ 今一度、ふるさと
　 明石のために！！

さあ、新しい４年がスタート！市議会議員プロフィール
4月21日に行われた市議会議員選挙で当選した議員を紹介します。
任期は令和元年5月1日から令和5年4月30日です。※並び順については上段右から50音順に掲載（議長・副議長は6面）
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今
号
か
ら
巻
頭
写
真
は

編
集
委
員
の
議
員
が
撮
影

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
ど
ん
な
写
真
を

掲
載
で
き
る
の
か
、
楽
し

み
で
す
。
巻
頭
写
真
も
そ

う
で
す
が
、
次
の
１
０
０

周
年
記
念
号
は
４
ペ
ー
ジ

増
の
12
ペ
ー
ジ
に
す
る
な

ど
、
魅
力
あ
る
広
報
紙
に

な
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

編
集
日
程
は
今
ま
で
通
り

な
の
で
編
集
長
の
私
と
し

て
は
大
変
で
す
が
、
よ
り

良
い
紙
面
に
な
る
よ
う
、

が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま

す
。　　
　
　
　
　

 （
う
）

9月
  6日（金）10：00  本会議（議案上程・提案説明）
13日（金）　〃  本会議（質疑・一般質問）
17日（火）　〃  本会議（質疑・一般質問）
18日（水）　〃  本会議（質疑・一般質問）
19日（木）　〃  建設企業常任委員会
20日（金）　〃  総務常任委員会
24日（火）　〃  文教厚生常任委員会
25日（水）　〃  生活文化常任委員会
26日（木）　〃  新庁舎整備検討特別委員会
30日（月）15：00  本会議（委員会審査報告・議案採決）
10月
  1日（火）10：00  決算審査特別委員会
〃　　（午後） 決算審査新庁舎整備検討分科会

  2日（水）10：00  決算審査生活文化分科会
  3日（木）　〃  決算審査総務分科会
  4日（金）　〃  決算審査文教厚生分科会
  7日（月）　〃  決算審査建設企業分科会
11日（金）14：00  決算審査特別委員会
15日（火）15：00  本会議（委員会審査報告・議案採決）
本会議は明石ケーブルテレビ717chで生中継されます。

9月議会の予定
令和元年第２回定例会 ※日程は変更する

　場合があります。

議　案

自民党 真誠会 公　明　党 フォーラム明石 維新の会 未来明石 日本共産党 スマイル会
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議
会

議案第 1 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 除 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案同意
議案第 2 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 除 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案同意
議案第 3 号、同第 4 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案同意

６
月
議
会

議案第 5 号～同第 7 号、
同第１３号、
同第１５号～同第１８号

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第8号～同第１２号、
同第１４号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ 原案可決

議案第１９号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案同意
議員提出議案第 1 号 × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
請願受理第 1 号 × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採　　択
請願受理第 2 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ × 不 採 択

〔表示例〕○……賛成　　×……反対　　除……除斥※　　棄……棄権　　欠……欠席
　　　　　※ 除斥とは、議会における審議を公正なものとするために、議案等と一定の利害関係を有する議員は、

その審議及び採決に参加することができないとする制度です。（地方自治法第117条）

※大西議員は議長のため、採決には加わりません。

議 案 の 賛 否 一 覧

第１回定例会６月議会で可決した議案内容を一部紹介します。

◎�子ども虐待防止にかかる研修事業を実施
��（議案第14号　令和元年度明石市一般会計補正予算（第１号））

　国の事業である全国の子ども虐待対応機関の職員等を対象とした研修事業

を、今年度より本市が実施することとなります。事業の運営主体である一般

社団法人あかしこども財団に対して、事業運営に必要な経費の補助を行うた

め、補正予算として5200万円を計上します。この財源は全額国の負担とな

ります。

　研修は７月18日から市の施設等を利用して実施し、９月以降は月に１回の

ペースで研修を実施する予定です。

　なお、来年度の「西日本こども研修センターあかし」の開設に向け、現

在、施設整備が進められています。

５月議会
議案 第 1 号  監査委員選任につき同意を求めること（辰巳議員）
 〃 第 2 号 監査委員選任につき同意を求めること（穐原議員）
 〃 第 3 号  副市長選任につき同意を求めること
 〃 第 4 号  固定資産評価員選任につき同意を求めること
6 月議会
議案 第 5 号  附属機関の設置に関する条例の一部を改正する条例制定

のこと
 〃 第 6 号  明石市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正す

る条例制定のこと
 〃 第 7 号  明石市国民健康保険条例の一部を改正する条例制定のこと
 〃 第 8 号  明石市葬祭事業条例の一部を改正する条例制定のこと
 〃 第 9 号  明石市墓園条例の一部を改正する条例制定のこと
 〃 第10 号  明石市地方卸売市場業務条例の一部を改正する条例制定

のこと
 〃 第11 号  明石市下水道条例の一部を改正する条例制定のこと
 〃 第12 号  明石市水道条例の一部を改正する条例制定のこと
 〃 第13 号  明石市火災予防条例の一部を改正する条例制定のこと
 〃 第14 号  令和元年度明石市一般会計補正予算（第１号）
 〃 第15 号  令和元年度明石市介護保険事業特別会計補正予算（第１号）
 〃 第16 号  明石クリーンセンター焼却施設プラント設備保全工事請

負契約のこと
 〃 第17 号  明石クリーンセンター破砕選別施設プラント設備保全工

事請負契約のこと

議案 第18 号 訴えの提起のこと
 〃 第19 号  公益監察員選任につき同意を求めること
議員提出議案第１号  教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度の復元を求め

る意見書提出のこと
請願受理第１号  教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度2分の1復元

をはかるための、2020年度政府予算に係る意見書の
提出を求める請願

　〃　第２号  被選挙権の要件である住所要件を各議員が満たしている
か調査することを求める請願

議案の概要については市議会のホームページもしくは市役所１階の
行政情報センターで閲覧できます。

第１回定例会
5・6月議会
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